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豹
軒
の
渡
台

森
岡

ゆ
か
り

二
〇
〇
四
年
三
月
、
鈴
木
豹
軒

(
一
八

七
八
ー

一
九
六
三
)
の
故
郷
新
潟
県
吉
田

町
を
め
ざ
し
た
。
吉
田
町
に
近
い
弥
彦
温

泉
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
、
目
が
覚
め
る
と
外

は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
大
阪
か
ら
新
潟

へ

車
で
移
動
し
た
前
日
は
新
潟
の
県
境
を
越

え
て
も
二
〇
度
を
超
す
陽
気
だ
っ
た
と
い

う
の
に
、
あ
た
り
は
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧

を
ほ
ど
こ
し
て
い
た
。

吉
田
町
史
料
館
を
訪
れ
た
日
は
、
ち
ょ

う
ど
豹
軒
の
漢
詩
鑑
賞
会
の
定
例
会
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。
場
所
は
史
料
館
横
の
木

造
家
屋
で
、
か
つ
て
漢
学
塾
長
善
館
の
建

物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
十
人

あ
ま
り
の
参
加
者
は
高
齢
の
男
性
が
多

か
っ
た
が
、
女
性
や
若
い
人
も
混
じ
っ
て

い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
漢
和
辞
典
持
参

だ
っ
た

の
で
驚
い
た
。
か
も
い
に
鈴
木
豹

軒
の
色
紙
と
と
も
に
彼
の
学
生
だ
っ
た
吉

川
幸

次

郎
、

小
川

環
樹

の
色

紙

が
仲
良

く

並
び

、
床

の
間

に
鈴
木

豹
軒

揮
毫

の

「長

善
館

碑

」

の
拓

本

が
掛

け

ら
れ
、

漢
詩

を

読

む

の
に

ふ
さ

わ
し

い
雰

囲
気

を
か

も
し

出

し

て

い
た
。
用

紙

の
隅

に

「暫

定
」

と

押
印

さ

れ

た

レ
ジ
メ

が
配
布

さ

れ
た
。

ま

だ
参

加
者

の
意

見

の

一
致

を
見

て

い
な

い

と

い
う
意

味

だ
。

詩

の
説

明
が
終

わ

る
と

自
然

と
質

疑
応

答

が

は
じ

ま

っ
た
。
大

学

院

の
演

習
授
業

の
よ

う
だ

っ
た
。

豹
軒

の

ふ
る
さ

と

に
彼

の
詩

を
読

み
解
く

人

々
が

い
る

こ
と

に
、
心

が
揺

さ

ぶ
ら

れ
る
思

い

が

し
た

。

定

例

会
終

了
後

、
史

料
館

館
長

吉

田
勝

氏

に
案
内

し

て
い
た

だ
き
、

豹
軒

の
墓

に

詣

で
る

こ
と

に
し

た
。

い

つ
の
ま

に

か
降

り

止
ん

だ
春

の
雪

は
急

速

に
融

け
は

じ
め

て

い
た

。
鈴
木

家

の
墓

所

の

一
隅

に
立

つ

墓

石

に
刻

ま

れ

て

い
た

の
は

「鈴
木

家
之

墓

」
。
案

内

さ
れ

な

け
れ
ば

豹
軒

の
葬

ら
れ

た
と

こ
ろ

と
気

づ

か
な

か

っ
た
か
も

し
れ

な

い
。

墓
前

で
、
先
生

の
詩

境

に
近

づ
か

せ

て
く

だ

さ

い
と
手

を
合

わ

せ
た
。

三
年

前
、

台
北

で
鈴

木

豹
軒
研

究

を
始

め
た
。

学
問

的

に
未
熟

な

わ
た

し

に
と

っ

て

は
無

謀

な

挑

戦

と

い
え

る

の
だ

け

れ

ど

、

そ
れ

ぞ
れ
約

二
年

の
中

国

・
台
湾

体

験

を
持

つ
豹
軒

に
惹

か
れ

た

の
は
、

わ
た

し
自

身

が
中

国

・
台
湾

両
方

に
居

住

す
る

機
会

を
得

た

た

め
だ
。

台
北

在
住

時
代

の

わ

た
し

は
、
自

分

が
住

ん

で

い
た
陽
明

山

の
大

学

宿

舎

か

ら

紗

帽

山

を
見

る

た

び

に
、

豹
軒

の
紗

帽

山
を

詠

じ
た
詩

を
思

い

出

し

て

い
た
。

彼

の
寂

し

さ
や
、

台
湾

の

風
物

へ
の
憧

れ
を
自

ら

の
思

い
に
重

ね

る

こ
と
が

で
き

た

こ
と

で
、
ど

ん
な

に
心
癒

さ

れ
た

こ
と

か
。

豹
軒
は
、
鈴
木
虎
雄
と
記
す
方
が
世
間

の
理
解
を
得
や
す

い
か
も
し
れ
な
い
。
豹

軒
こ
と
鈴
木
虎
雄
は
、
京
都
大
学
で
数
多

く
の
中
国
文
学
研
究
者
を
育
成
し
、
多
大

な
業
績
を
残
し
た
漢
学
者
だ
か
ら
だ
。
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け
れ
ど
も
、
近
代
日
本
漢
詩
人
の
ひ
と

り
と
し
て
も
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
存

在
に
は
ち
が
い
な
い
。
学
生
の
ひ
と
り

だ
っ
た
青
木
正
児
は

「先
生
の
業
績
の
寧

ろ
本
領
と
も
為
す
べ
き
漢
詩
作
品
」
(『名

誉
町
民
豹
軒
鈴
木
虎
雄
先
生
』
、吉
田
町
教

育
委
員
会
編
集
・発
行
)
と
言
っ
て
い
る
。

確
か
に
、
日
夏
歌
之
介

『明
治
大
正
詩
史
』

や
猪
口
篤
志

『日
本
漢
文
学
史
』
な
ど
の

概
説
書
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
神
田
由量

郎
編

『明
治
漢
詩
文
集
』
は
九
首
の
詩
を

図版1鈴 木家の墓所。右端に立つのが豹軒の眠る
「鈴木家之墓」(筆者撮影、2004年3月18日)

収

録

し

て

い
る
。

ま
た
、

豹
軒

の
漢

詩

は

「本

領

」
と
称

さ
れ

る

に
ふ
さ

わ
し

く
大
量

に
残

っ
て

い
る
。
『
豹
軒
詩

紗

』
に
千

五
百

余

首

、
『
豹
軒

退
休

集
』
に
約
七

千
首

が
収

め
ら

れ
、

さ
ら

に
そ
れ

以
降

も
創
作

は
継

続

さ
れ

て

い
る

(未

刊

)
。
し

た
が

っ
て
総

数

で
は

一
万
首
を

は

る
か

に
超

え

る

こ
と

に
な

る
。

こ
の
詩
数

は
中

国
宋

代

の
多
作

で
有
名

な
陸

游

を
し

の
ぐ
。

豹
軒

の
事

績

と
生
涯

に

つ
い
て
は
、

吉

川
幸

次
郎

・
小
川

環
樹
等

「先

学

を
語

る

鈴

木
虎

雄
先

生
」

(
『東

方
学

』
五

十

二
輯

、

一
九
六

二
年
、

後

に
東

方

学
会

編

『
東
方

学

回
想

11
1
ー

先

学

を
語

る

(
二
)
』

刀
水
書

房
再

録
)

や
、

興
膳
宏

「鈴
木

虎

雄
」
(
江
上
波

夫
編

『東

洋

学

の
系
譜

』
大

修

館
書

店

所
収
)

な

ど
が

あ

る
が
、
京

都

大
学

で
教
鞭

を
執

る
以
前

に

つ
い
て
語

ら

れ

る

こ
と
は
少

な

い
。

彼

が
台
湾

で
二
年

を
過

ご

し
た

こ
と
も

よ
く
知

ら

れ

て

い
る

が
、
わ
ず

か

に
言

及

さ
れ

る

に
と
ど

ま

る
。

わ

た
し
自

身

ま
だ
研
究

の
途

上

に

あ
る
。

豹
軒
が
台
湾
に
渡
っ
た
の
は

一
九
〇
三

年

(明
治

三
六

)

の

こ
と

だ
。
当

時

、
彼

の
姓

は

「大
橋

」
と
言

っ
た
。
豹

軒

の
祖

父
鈴

木
文

台

は
長
善
館

を
新

潟
県

の
粟

生

津

(現
在

の
吉

田
町

)

に
開

き

、
父
楊

軒

が

そ
れ

を
継
承

し
た

。
場
軒

は
金
銭

的
余

裕

が
な

か

っ
た
た

め
に
、

五
男

の
豹
軒

を

東
京

に
遊

学

さ
せ

る
た

め

に
学
費

援

助

を

周

囲

に
頼

ま

ね
ば

な
ら

な
か

っ
た
。

ち

ょ

う

ど
そ

の
折

、
大
橋

小

一
郎

か
ら
豹

軒

を

養

子

に
し
た

い
と

の
申

し
出

が
あ

り
、

一

八

八
九
年

(
明
治

二

二
)
、
蜴
軒

は
息

子

の

将
来

を
考

え

、
豹
軒

を
養

子

と
し

て
大
橋

家

に
託

す

こ
と
と

し
た

(鈴
木

虎
雄

『鈴

木

場
軒

先
生

年
譜

』
彙
文

堂

に
詳

し

い
)
。

豹
軒

大
橋

虎
雄

は
東

京

の
第

一
高

等

学

校

を
経

て
東

京
帝

国
大

学
漢
文

科

を
卒

業

し
、

陸

掲
南

(
一
八

五
七

-

一
九

〇
七

)

の
経
営

・
主

宰

す

る
日
本
新

聞
社

に
入
社

す

る
。

一
九

〇

一
年

(明
治

三
十

四

)
五

月

か
ら
新

聞

『
日
本

』

の
記
者

と
し

て
活

躍

し
た

が
、
『台
湾

日

日
新

報
』
が
漢
文

部

主
任

籾
山

衣
洲

(
一
八
五

五

-

一
九

一
九

)

の
後

任

を
も

と
め

て

い
た

の
に
応

じ
、
台

湾
行

き

を
決
意

す

る

(
こ
の
あ
た

り

の
事
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情

は
島

田
謹

二

「籾
山

衣
洲

の

「南
菜

園

雑
詠

」
」

『
日
本

に
お

け

る
外

国
文

学
』

下

巻
、
朝

日
新

聞
社

に
言

及

が
あ

る
)
。

東

京

か

ら
台

湾

ま

で

の
彼

の
足
跡

は
、

『
台
湾

日
日
新

報
』

の

「渡

台

の
記
」

(
こ

～

(五

)

(
一
九
〇

三
年

四
月

五

日
、

四
月

七
日
、

四
月

九
日

、

四
月

二
十

一
日
、

四

月

二
十

二
日
)

に
記

さ
れ

て

い
る
。

た
だ

し
豹
軒

本
人

で
は
な

く
、
「再

来
雁

」
と

い

う
筆
名

の
台

湾
日

日
新
報

社

の
記
者

の
執

筆

に
よ

る
。

こ
の
紀
行

文

は
ま

る

で
取

調

べ
調
書

の
よ
う

で
、
旅

の
様

子
を

詳

し
く

描

い
て

い
る
。

(三
月

)
廿

三

日
新
橋

を
立

出

し
か

ど
、

未

だ
片

付

か

ざ

る

用
事

あ

り

け

れ
ば

、

知
友

に
は
此
日

に
出

発
す

る
由

を
告

げ

て
予

は
途

中

よ
り
引

返

へ
し
、
豹

軒

の

み

一
日
先

き

に
出
発

し

つ
、
君

は
名
古

屋

に
其

の
友

人

を
訪

ふ
約
束

あ

り

て
、

予

を

同

地

に
待

つ

こ
と

・
な

せ

り

、

…
…

廿
五

日
午

前

二
時

幾
分

と

い
ふ
に

名

古

屋

に
着
く

、
兼

ね

て
打

合

せ
た

る

こ
と

・
て
、
豹
軒

約
束

の
時

間

に
来

り

て
乗

車
す
、

同

市
明

倫
中

学
校

教

頭

な

る
千
葉

文
学

士

な

ど
豹
軒

を
送

り

て
停

車
場

に
在

り
、

同
文

学
士

は

予
と

同
郷

の
人

、
而

し

て
互

に
名

を
相

識

る

の

み
、

未

だ
面

識

な
か

り

し
が
、

豹
軒

の
紹

介

に
依

り
初

め

て
語

を
接

せ
る
も

一
奇

と

い
ふ
べ
し
、
…

…
。
(
『
台
湾

日

日
新
報

』

「渡
台

の
記

」

(
二
)
)

豹

軒

は

「再

来
雁

」

と
名
古

屋

で
合
流

し
、

以
後

、

二
人

は

一
緒

に
台

湾

ま

で
旅

を

す

る
。

船

に
乗

る
前

に
二
人

は
大
阪

に

向

っ
て
い
る
。
「渡
台

の
記

」
は
次

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

午
後
九
時
三
十
分
神
戸
に
着
、
先
づ

商
船
会
社
を
訪
ふ
て
乗
船
の
事
な
ど
聞

合
せ
、
此
日
は
大
阪
に
引
返

へ
し
て
博

覧
会
を
見
物
し
た
る
後
、
明
日
午
後
四

時
門
司
に
て
乗
船
す
る
こ
と
に
決
し
、

豹
軒
と
共
に
大
阪
に
赴
く
。
(前
掲

「渡

台
の
記
」
(二
))

一
九
〇
三
年
大
阪
で
第
五
回
内
国
勧
業

万

国
博

覧
会

が
開

催

さ
れ

て

い
た
。

か
れ

ら

の
大

阪
行

き

の
目
的

は
、
博

覧

会
見

学
、

な

か

で

も

台

湾

館

を

参

観

す

る

こ
と

に

あ

っ
た

。
博

覧
会

の
会

場

は
大
阪

市
天

王

寺

区

(現
在

の
天

王
寺

公
園

一
帯

)

に
あ

り

、
会
期

は
三
月

一
日

か
ら

七
月

三
十

一

日

ま

で
だ

っ
た
。
豹

軒

た
ち

は
開
催

直
後

に
訪

れ

た

こ
と

に
な

る
。

豹
軒

は

「台
湾

館
」

を
詩

題

に
七
言

絶
句

を
創

作

し

て

い

る
。茶

臼
山
頭
噴
水
浜
、

維
管
鳳
閣
瓦
鱗
鱗
。

都
人
皆
過
台
湾
館
、

今
日
始
知
南
海
珍
。

茶
臼
山
頭

噴
水
の
浜
、

雑
管
鳳
閣

瓦
鱗
鱗
た
り
。

よ
ぎ

都
の
人
は
皆
な
過
る

台
湾
館
、

今
日
始
め
て
知
る

南
海
の
珍
。

起
句
は
台
湾
館

の
立
地
を
詠
じ
て
い

る
。
茶
臼
山
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
小
さ

な
山
だ
。

一
六

一
四
年

(慶
長

一
九
)
大

坂
冬
の
陣
で
は
徳
川
家
康
の
本
陣
に
、
翌
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年

の
大

坂
夏

の
陣

で
は
真

田
幸

村

の
本
陣

と

な

っ
た

こ
と

で
知
ら

れ

て

い
る
。

こ
の

茶

臼
山

一
帯

も
博

覧
会

会
場

と
な

っ
て
お

り

、
台

湾
館

は
す

ぐ
近

く

に
あ

っ
た
。
茶

臼

山
前

の
池

に

は

「
ウ

ォ
ー
タ
ー

シ

ュ
ー

ト
」
が
設
置

さ
れ

て
い
た
。
「ウ

ォ
ー
タ

ー

シ

ュ
ー
ト

」
は

「乗

客

を
小
艇

に
載

せ

て
、

高

さ

四
呪

の
台
上

よ
り

、
長

さ
三
百

十

四

尺

の
斜

面

の
軌

道

を
走

ら

せ

て
、
池

中

に

墜

せ
ば

艇

は
乱

波

飛
沫

の
間

に
没

し

て
、

暫

時

、

そ

の
形

を

失

ふ
」

(『
風

俗
画

報

・

臨
時
増
刊
ー

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

図
会

』
東

陽

堂
、

以
下

『
風
俗

画
報

』

と

称
す

る
)

と

い
う

も

の

で
、

現
在

の
遊
園

地

で

は
よ
く

見

か
け

る
遊
戯
施

設

だ
。

一

九
〇

三
年

に

は
非

常

に
珍

し
く
、
多

く

の

客

を
集

め
た

。
吉

見
俊

哉

『博

覧
会

の
政

治

学

』

や
、

松

田
京

子

『
帝

国

の
視

線

』

等

に
詳

し

い
。
豹

軒

に
も
印
象

深

か

っ
た

だ

ろ
う

。

承
句

は

パ

ビ
リ
オ

ン
台
湾
館

の
外

観

を

詠

じ

て

い
る
。
台
湾

館

の
主

た
る
建

物

「篤

敬

堂

」

は

そ

も

そ

も

台

南

荘

雅

橋

街

に

あ

っ
た
鄭
氏

の
宗
祠

だ

っ
た
も

の
だ
。

一

八
九

四
年

・
一
八
九

五
年
日
本

軍

北
白

川

能

久
親

王

の
幕
営

と

し

て
使

わ
れ

、
後

に

「戦

勝

の
紀

念
」
と
し

て
保
存

し

て

い
た

の

を
博
覧

会

の
た

め

に
移

築

さ
れ
た

(稲

垣

其

外

「台
湾

館
」
(
一
)
『
台
湾

日

日
新
報

』

一
九

〇
三

年
六

月
七

日
参
照

)
。

転
句

は
あ
な

が
ち
誇

張
と

は

い
え

な

い

だ

ろ

う
。

豹
軒

に
同

行

し

た

「再

来

雁

」

の

「渡

台

の
記

」

に
も

「蓋

し
博

覧
会

場

内

に
於

て
最

も
人
気

に
投

じ
、
且

つ
新

奇

の
情

を
以

て
迎

へ
ら
る

る
も

の
は
、
台

湾

館

を

以

て
第

一
と
す

べ
き

か
」

と
記

さ
れ

て

い

る
。
「其
建

築

の
奇

な
る
点

と
、
陳

列

せ

る
物

産

の
珍

異

な
る
所

」
が

見
物

人
を

集

め
た

せ

い
だ
が
、

豹
軒

は
結
句

で

「南

海
珍

」

と
詠

じ

て

い
る
。

パ
ビ

リ

オ

ン
台

湾
館

で
豹

軒

が
見

た

「南

海
珍

」

は
具
体

的

に

は
ど
う

い
う

も

の
だ

っ
た

の
か
。
前

掲

『
風
俗

画
報

』

な
ど

の
当
時

の
資

料

や

前
掲

『帝

国

の
視
線

』
等

現
在

の
研

究
成

果

か

ら
再

現

す

る
と
、
次

の
よ
う

に
ま

と

め

ら

れ
る
だ

ろ

う
。

「篤
敬

堂
」

の
中

に
、

「土
俗

」

即
ち

台

湾

の
漢

族

の
風
俗

・
習
慣

に

つ
い

て
の
展

図版2『 風俗画報・臨時増刊一第五回
内国勧業博覧会図会」(東 陽堂、1903
年)の挿絵。左下が「ウォーターシュー
ト」(大阪府立中之島図書館所蔵)
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示

が

な
さ
れ

た
。
等
身

大

の
人
形

十
体

に
、

閲

族

男
女

の
盛

装
、

新
郎

新
婦

の
服

、
道

士

服
、
僧

侶

服
、
閾

族

男
女

の
喪
服

、
労

力

の
服

、
響
族

婦
人

の
服
を
着

せ
、

さ

ら

に
室
内

に
寝

台
を
置

き
、

居
住

空
間

を
再

現

し

て

い
た
。

ま

た
、

「篤

敬

堂

」
隣

の

「参

考
室

」
で
は

「蕃
俗

」
の
展

示

が
な

さ

れ
、
台

湾

の
原
住

民
を

八

つ
に
分

け

て
衣

服

、
装

飾
具

、
飲
食

器

具
、
武

器
、
楽
器

、

住

居

写

真

を
陳

列

し

て

い
た

。
加

え

て
、

庭

園

も

ひ
と
き

わ
目
立

つ
も

の
だ

っ
た
。

台

湾
風

の
建

物

に
台
湾

の
動
植

物

、
例

え

ば

椰
子

、
玉

蘭
、

龍
眼
樹

、
実

芭
蕉

、
横

榔

樹

、

楷
樹

、

蕩
枝

樹

、

水

牛

、
山

羊

、

莞

仔
、
膨

湖
島

の
鳩

な

ど
を
配

し

て

い
た
。

雪

国
生

ま

れ

の
豹

軒

に
は
初

め

て
目

に
す

る
も

の
ば

か
り

だ

っ
た
に

ち
が

い
な

い
。

台
湾

館

に

は
台

湾

の
烏
龍
茶

を
飲

ま

せ

て
く

れ

る
喫

茶
店

が

あ
り
、

台
湾

人

の
少

女

た

ち

が
給

仕

を
し

て

い
た
。
豹
軒

の

「烏

龍
茶

」

詩

は

そ

の
情
景

を
描

い
て

い
る
。

竹
錘
楠
楊
筒
軽
紗
、

侍
女
鮮
娼
雁
歩
斜
。

酒
国
難
鳴
狗
盗
侶
、

風
流
争
喫
烏
龍
茶
。

竹
錘

楠
楊

軽
紗
筒
る
、

侍
女
鮮
娼
と
し
て

雁
歩
斜
め
な

り
。

酒
国
の
難
鳴
狗
盗
の
侶
、

風
流

争
い
て
喫
す

烏
龍
茶
。

『
風
俗
画

報

』

は
、

「喫

茶
店

は
台

北

な

る
茶

商

公
会

の
計
画

せ

し
所

に

て
総

督
府

の
建

設
貸

与

に
係

り

、
阿

買

(十
五

年

)
、

阿

玉

(十

三
年

)
、
宝

仙

(十

一
年

)
の
三

女

児

『
お
茶

一
つ
あ

上

ん
な

さ

い
』

と
内

地
語

を

用

ゐ
て
烏

龍
茶

を
持

ち
来

る
さ

ま

あ

い
ら

し
」
と

そ

の
様

子

を
伝

え

て

い
る
。

料

理
店

も

あ
り

、

「台

湾

風

の
食
膳

を
供

し

、
玉
愛

、
宝

琴

の
二
女

」
(前

掲

『
風
俗

画
報

』
)
が
接
待

し

て

い
た
。
喫
茶

店

も
料

理
店

も
繁

盛

し
た

が
、

そ

の
原

因

の

ひ
と

つ
は
彼
女

た

ち

の
纏

足

だ

っ
た

(前
掲

『帝

国

の
視
点

』
、
須
藤

瑞

代

「消

え

て

い
く
李

宝

玉
」

『
中
国
女

性
史

研
究

』
第

十

二
号
、

二
〇
〇

三
年

な
ど

に
詳

し

い
)
。

豹

軒

の
詩

で
は
、

「軽
紗

」

「鮮

娼

」

を

使

っ
て
女

性

た

ち

の
美

し

さ
を

、

「
雁
歩

斜

」
を

用

い
て
、
纏

足

の
女
性

の
歩

き
方

を

形
容

し

て

い
る
。
起

・
承
句

が
給

仕

の

女
性

た

ち

に

つ
い
て
詠

じ
ら

れ

て

い
る
の

は
、
喫
茶

店

で

の
彼

女

た
ち

が
強
く

心

に

残

っ
た

せ

い
だ

ろ

う
。
転

句

・
結
句

は
喫

茶

店

を

訪

れ

る
客

に
視

点

が

移

っ
て

い

る
。

孟
嘗

君

の
故
事

を
引

き
、

酒
好

き

な

鶏
鳴

狗
盗

の
よ
う

な
海
千

山
千

の
輩

た
ち

で
さ
え

も
風
流

を
競

い
合

う

よ
う

に
烏
龍

茶

を
飲

ん

で
い
る
と
詠

じ

て
い
る
。

今

で

は
あ
り

ふ
れ
た
飲

み
物

と

な

っ
た
烏

龍
茶

も
百

年
前

に
は
珍

し
か

っ
た

の
だ
。

一
九
〇

三
年

四
月
十

二
日
付

の

『
台
湾

日

日
新

報

』

の
漢

詩

欄

「詩

春

秋

」

は
、

前
述

し

た

「台
湾

館
」
、

「烏

龍
茶

」
詩

と

と

も

に
豹
軒

の

「両
親

傷
」

と

い
う

七
言

絶
句

を
載

せ

て

い
る
。

台
湾

館

の
纏

足

の

女
性

た
ち

の
姿

に
触
発

さ

れ

て
作

っ
た
詩

だ

ろ
う
。

台
北
固
聞
文
化
場
、

毎
思
児
訓
両
親
傷
。

功
容
言
徳
平
生
教
、
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図版3台 湾館の外観(鳴戸源之助『第五回内国勧業博覧会紀念写真帖』玉鴫
館、1903年、所載写真「台湾館」〈部分〉)(大阪府立中之島図書館所蔵)

猶
欠
中
流
女
学
堂
。

台
北

固
よ
り
聞
く

文
化
の
場
、

毎
に
児
を
思
い
て
訓
ず

両
親
の
傷

つ
け
ら
る
る
を
。

功
容
言
徳
は
平
生
の
教
え
、

猶
お
欠
く

中
流
の
女
学
堂
。

『
孝
経

』
に

「身
体

髪
膚

こ
れ

を
父
母

に

受

け
、
敢

え

て
殿
傷

せ
ず

は
孝

の
始

め

な

り
」

の

一
節

が
あ
り

、
「親

を
傷

つ
く

」
の

例

と

し

て

『礼

記

』

に

「其

の
身

を
敬

す

る
能

わ

ざ

る
は
是

れ
其

の
親

を
傷

つ
く

る

な

り
」

の
句

が
見

ら

れ

る
。

こ
れ
ら
を

ふ

ま

え

て

「両

親
傷

」
と
詠

じ

た

の
だ
ろ
う
。

承

句

は
、
子

ど

も

た

ち

へ
の
愛

情

か

ら
、

親

に
も
ら

っ
た
身

体

を
傷

つ
け

る

こ
と
は

親

が
傷

つ
け

ら
れ

る

こ
と

に

つ
な

が

り
、

親

不
孝

に
あ
た

る
と
常

々
教

え

て
い
る
と

い
う
意

味

に
解

せ
ら

れ

る
。

た
だ

し
そ

の

一
方

で
、
女

性

た
ち

は
身

体

を
傷

つ
け

る

よ
う

な
纏

足
を
施

し

て

い
る
と
暗

に
言

い

た

い

の
で
は
な

い
か
。
坂

元

ひ
ろ
子

は

『中

国
民
族

主

義

の
神

話

』

に

お

い
て
、
纏

足

は

『孝

経

』

の

「身

体
髪

膚

…
…

」

の
考

え

方

に
反
す

る

た
め

、
「文
人

に
好

ま

れ
た

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
宋

の
車

若
水

ら
儒

者

か

ら

の
批

判

も
早

く

か
ら

あ

っ
た
」

と
指

摘

し

て

い
る
。
儒

家

の
家
系

で
八
歳

か
ら

長

善
館

で
漢

学

を
学

ん
だ
豹

軒

も
、
儒

家

の
教

え
と
矛
盾

す

る
と

い
う
観
点

か

ら
纏

足

を
捉

え

て

い
た
と

考

え
ら

れ
る
。

転
句

は
、
女
性

た

ち
が

「婦

功
、
婦

容
、

婦

言

、
婦
徳

」
の
女
性

と

し

て
守

る

べ
き

四

つ
の
規

範

を
日

常

の
教

え
と

し

て

い
る
と

詠

じ

て
い
る
。
豹

軒

の
考

え

る
台
北

の
「文

化

」

と

は
、
儒

家

の
教

え

が
浸
透

し
た
伝

統

的

な
漢

文
化

に
ほ

か
な

ら
な
か

っ
た
。

結

句

で

「台

湾

に

は
中
流
階

級

の
女

子

の
た
め

の
教
育

の
場

が
な

い
の
か
」

と
慨

嘆

す

る

の
は
、
台

湾
女

性

が

「働

く
」

形

で

「展

示
」

さ

れ
、
好

奇

の
目

に
さ

ら
さ

れ

て
い
る
事
実

に
感

じ

る
も

の
が
あ

っ
た

に
ち

が

い
な

い
。

近
代

に
入

る
と
纏

足

は

野

蛮

の
象

徴

と

見

な

さ

れ

る
よ

う

に
な

り
、

中

国

で
も
台

湾

で
も

「天

足

運

動
」

が
発

生

す

る

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

る
。
台

湾
館

で

の
纏

足

の
女
性

の

「展
示

」

は
、
知

識

人

の
思
想

の
転

換

期

に
お

い
て
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大

き

な
影
響

を

与

え

る
事

件
と

な

っ
た
。

一
八
九

七
年

に
梁
啓
超

(
一
八
七

三

ー

一

九

二
九

)
が

『変

法
通

議
』
に
お

い
て

「纏

足

が

一
日

に

し

て
変

わ

ら
な
け

れ
ば
女

学

堂

も

一
日

に

し

て
立

た

な

い
」

(『
飲
泳
室

文
集

』
第

三
冊

、
台
湾

中
華
書

局
第

二
版

)

と
述

べ

て
女

学

堂

の
建

設

の
重
要
性

を
訴

え

る
よ

う

に
、

新

し

い
タ
イ
プ

の
女
子
教

育

の
必

要
性

が
し

だ

い
に
叫
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

こ

の
よ
う

な
同
時
代

の
動
向

と
照

ら

し
合

わ
せ

る
と
、

豹
軒

の
若

い
感

受
性

が

よ

り

い

っ
そ
う
身

近
な

も

の
と
し

て
迫

っ
て
く

る

で
は
な

い
か
。

ち

な

み
に
、

若

い
こ
ろ

の
豹
軒

の
漢
詩

を
収

録

し

た

『
豹
軒

詩
抄

』

に
は

『台

湾

日
日

新

報
』

で
発
表

さ

れ
た

「台

湾
館

」
、

「烏
龍

茶

」
、
「両

親
傷

」
は
収

め
ら
れ

て

い

な

い
。
『豹

軒
詩

抄
』
は
三
千
首

を
超

え

る

漢

詩

の

中

か

ら
選

録

さ

れ

た

も

の
な

の

で
、

残

念

な

こ
と

に
三
首

は
選

に
漏

れ

て

し
ま

っ
た

の
だ
。
創

作
力

が
向
上

し
、

台

湾

で
生

活
体

験

を
経

た
後

の
豹
軒

に

と

つ

て
、

こ
れ

ら

の
三
首

は
は
な

は
だ
未
熟

な

も

の
と

映

っ
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

「渡
台

の
記
」
の
執
筆
者

「再
来
雁
」
は
、

「学
あ
り
識
あ
る
こ
と
豹
軒
の
如
き
を
以

つ
て
し
て
、
猶
且
つ
予
想
す
る
所
と
頗
る

異
な
る
を
言
ひ
、
此
の
如
き
産
物
は
台
湾

よ
り
出
つ
る
か
な
と
問
答
し
て
屡
屡
予
と

共
に
滑
稽
の
材
料
を
供
給
せ
り
」
(前
掲

「渡
台
の
記
」
(二
))
と
、
豹
軒
の
台
湾
館

に
対
す
る
感
想
を
書
き
加
え
て
い
る
。
豹

軒
は
何
を
見
て
も
珍
し
く
、
同
行
者
に
自

ら
の
驚
き
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
。
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
若
い
漢
詩

人
の
姿
が
、
『台
湾
日
日
新
報
』
の
記
事
と

漢
詩
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
う

し
て
大
阪
で
台
湾
に
つ
い
て
の
予
備
知
識

を
身
に
つ
け
た
後
、
よ
う
や
く
台
湾

へ
と

旅
発
つ
。

台
湾
館
参
観
後
、
午
後
六
時
十
分
に
梅

田
停
車
場
に
引
き
返
し
て
山
陽
列
車
に
乗

り
込
み
、
二
十
六
日
午
前
十

一
時
に
馬
関

(現
在
の
下
関
)
に
到
着
。
そ
し
て
同
じ
二

十
六
日
午
後
三
時
に
二
人
は
台
中
丸
の
船

客
と
な
っ
た
。
『豹
軒
詩
抄
』
と

『約
房
主

人
歌
草
』
を
あ
わ
せ
見
る
と
、
船
旅
の
間

も
豹
軒
が
漢
詩
と
短
歌
の
創
作
を
怠
ら
な

か

っ
た

こ
と

が
わ

か

る

(豹
軒

が
船

中

で

詠

ん

だ
短

歌
十

一
首

は

「渡
台

の
記

」

に

も
引

用

さ
れ

て

い
る
)
。

彼

ら

の
乗

っ
た
船

は

二
十
八

日
午
前

九

時

台
湾

の
基

隆

港

に
た

ど
り
着

き
、

豹
軒

は
台
湾

に
足
を

踏

み
入

れ
た
。

日
露

戦
争

が
勃
発

し

、

ロ
シ
ア

の
バ

ル
チ

ッ
ク
艦

隊

が
台
湾

海
峡

を

通
過

し
旅

順

に
向

っ
た

の

は
、
豹

軒

が
台
北

で
記
者

を

し

て
い
た
時

の

こ
と

で
あ
り

、

「大
橋

」

か

ら

「鈴

木
」

へ
の
復

姓

を
果

た
し

た

の
も
台
北

で

の
こ

と

だ

っ
た
。

豹
軒

の
台

湾
生

活

は

い
よ

い

よ

こ
れ
か

ら
始

ま

る
の
だ

が
、
本

稿

は

こ

こ
ま

で
と
す

る
。

〔付

記
〕
本
稿
執
筆

に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た

だ

い
た
吉
田
町
史
料
館

お
よ
び
図
版

の
掲

載

を
許
可

し
て
く
だ
さ

っ
た
大
阪
府

立
中

之

島

図
書
館

に
謝

意
を
申

し
上

げ

る
。

二
〇
〇

二
年
度
短
期
訪
問
学
者
と
し
て
豹

軒
と
台
湾

に
つ
い
て
の
研
究

の
機
会

を
与

え
便
宜
を

は
か

っ
て
く
だ
さ

っ
た
台
湾
中

央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
に
深
く
感
謝

し
た

い
。
な
お
、
著
書

・
論
文
引
用
に
際

し
て
執
筆
者

の
敬
称
を
省

い
た

こ
と
を
特

記
し

て
お
く
。

z70


